
中学校第３学年

数 学

令和３年度

注　意

１　先生の合図があるまで，冊子を開かないでください。

２　調査問題は， １ページから 20 ページまであります。 
問題用紙の空いている場所は，下書きや計算などに使用
してもかまいません。

３　解答は，全て「数学」の解答用紙に記入してください。

４　解答は，ＨＢ以上の濃さの黒鉛筆（シャープペンシルも可， 
ボールペンは不可）を使い，濃く，はっきりと書いてください。

５　解答を選択肢から選ぶ問題は，解答用紙のマーク欄を
黒く塗りつぶしてください。

６　解答を記述する問題は，指示された解答欄に記入して
ください。解答欄からはみ出さないように書いてください。

７　解答には，定規やコンパスは使用しません。

８　解答用紙の解答欄は，裏にもあります。

９　調査時間は，50 分間です。

10　机の上の「個人番号シール票」をよく見て，解答用紙に， 
組，出席番号，性別，個人番号を間違いのないように書き， 
個人番号シールを 1 枚貼ってください。



問題は，次のページから始まります。



中数－ 1

（５x+６y）-（３x-２y）を計算しなさい。１



中数－ 2

ノート２冊と８００円の筆箱１個を買ったときの代金と，ノート４冊と
５００円のシャープペンシル１本を買ったときの代金は等しくなります。
ノート１冊の値段を求めるために，ノート１冊の値段を x 円として，  

方程式をつくりなさい。ただし，つくった方程式を解く必要はありません。

２



中数－ 3

次の図のような，中心角６０°のおうぎ形があります。このおうぎ形
の弧の長さは，同じ半径の円の円周の長さの何倍ですか。下のアから
オまでの中から正しいものを１つ選びなさい。

６０°

ア　１
２
倍　　イ　１

３
倍　　ウ　１

４
倍　　エ　１

５
倍　　オ　１

６
倍

３



中数－ 4

長さが１ｍの棒を地面に対して垂直に立てたときにできる影の長さに
ついて，ある日の午前８時から１時間おきに，午後４時まで調べました。

影の長さ

次の表は，午前８時から経過した時間とそれに対応する影の長さを  
表しています。

午前８時から経過した時間と影の長さ

経過した時間（時間） ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

影の長さ（cm） １９０ １２４ ９６ ８０ ７９ ９６ １３０ １９３ ３５０

このとき，午前８時から経過した時間と影の長さについて，「経過し
た時間を決めると，それにともなって影の長さがただ１つ決まる」と  
いう関係があります。
下線部を，次のように表すとき， と に

当てはまる言葉を書きなさい。

は の関数である。

４



中数－ 5

下の記録は，ある中学校の男子生徒１０人が反復横とびを２０秒間
行ったときの結果を，回数の少ない方から順に並べたものです。

記録

４３　４６　４６　５２　５３　５５　５６　５６　５６　５７

（単位：回）

反復横とびの記録の中央値を求めなさい。

５



中数－ 6

問題は，次のページに続きます。



中数－ 7

　
自然数を５つずつに区切った表がありま

す。この表で，縦に２つ，横に２つの数が
入る四角で４つの数を囲みます。例えば，
右の図１のように四角で４つの数を囲むと
き，左上の数は３，右上の数は４，左下の
数は８，右下の数は９になります。

優太さんと真菜さんは，右の図２のよう
に，４つの数を囲んで，それら４つの数の
和がどんな数になるかを調べています。

 １， ２， ６， ７のとき　 １+ ２+ ６+ ７＝ １６＝４# ４
 ９，１０，１４，１５のとき　 ９+１０+１４+１５＝ ４８＝４#１２
２２，２３，２７，２８のとき　２２+２３+２７+２８＝１００＝４#２５

優太さんは，これらの結果から，四角で４つの数を囲むとき，４つ
の数の和はいつでも４の倍数になると予想しました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）四角で囲んだ４つの数が１２，１３，１７，１８のとき，４つの数の 
和は４の倍数になることが成り立つかどうかを下のように確かめま
す。下の に当てはまる式を書きなさい。

１２，１３，１７，１８のとき　１２+１３+１７+１８＝６０＝

６ 図１

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５

図２

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０

１１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０

２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

３１ ３２ ３３ ３４ ３５



中数－ 8

（２）二人は，四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はいつでも  
４の倍数になることが成り立つかどうかについて話し合っています。

優太さん「左上の数が１のとき，左下の数が６になっている
ね。四角で４つの数を囲むとき，左上の数に５を
たすと左下の数になっているよ。」

真菜さん「そうなるのは，自然数を５つずつで区切っている
からだね。」

優太さん「左上の数を n とすると，左下の数は n+５と表す
ことができるね。」

真菜さん「右上の数と右下の数も n を使って表して，４つの
数の和について調べてみよう。」

「四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和はいつでも４の倍数に
なる」という優太さんの予想が成り立つことの説明を完成しなさい。

説明

n を自然数として，四角で囲んだ４つの数のうち，
左上の数を n とすると，右上の数は n ＋１，
左下の数は n ＋５，右下の数は n ＋６と表される。
これら４つの数の和は，

　 n ＋（ n ＋１）＋（ n ＋５）＋（ n ＋６）
＝



中数－ 9

（３）二人は，自然数を６つずつに区切った表でも，四角で４つの数を
囲むとき，４つの数の和が４の倍数になるかを考えることにしまし
た。そこで，次の図３のような表をつくり，四角で囲んだ４つの数
の和について調べました。

図３

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

 １， ２， ７， ８のとき　 １+ ２+ ７+ ８＝１８＝２# ９
１７，１８，２３，２４のとき　１７+１８+２３+２４＝８２＝２#４１

これらの結果から，図３のときは四角で囲んだ４つの数の和が，
４の倍数にならないことがわかります。そこで，真菜さんは，四角
で４つの数を囲むとき，４つの数の和がどんな数になるかを調べる
ために，左上の数を n として，右上の数を n+１，左下の数を  
n+６，右下の数を n+７と表し，次のように計算しました。

真菜さんの計算

　 n ＋（ n ＋１）＋（ n ＋６）＋（ n ＋７）
＝ n ＋ n ＋１＋ n ＋６＋ n ＋７
＝４n ＋１４
＝２（２n ＋７）

n n+１

n+６ n+７



中数－10

前ページの真菜さんの計算から，四角で囲んだ４つの数の和は，
２（２n+７）になるので２の倍数になることがわかります。このこ
とについて，二人は話し合っています。

真菜さん「自然数を６つずつに区切って表をつくったときは，
４つの数の和が２n+７の２倍になることがわかる
ね。」

優太さん「２n+７はどんな数なのかな。」

２（２n+７）の２n+７は，n+（ n+７）と変形することができ  
ます。このことから，四角で４つの数を囲むとき，４つの数の和は，
左上，右上，左下，右下の数のうち，ある２つの数の和の２倍であ
ることがわかります。
四角で囲んだ４つの数の和は，どの位置にある２つの数の和の２

倍ですか。「 　　 は，……である。」という形で書きなさい。



中数－11

　
学級委員の健斗さんは，２分間スピーチの時間

をはかるための砂時計をペットボトルで作ること
にしました。その砂時計は，ペットボトルに砂を
入れ，砂を通すための穴をあけた厚紙をペットボ
トルの間にはさんで作ります。
健斗さんは，ペットボトルに入れる砂の重さを

決めると，砂が落ちきるまでの時間が決まると考
えました。そこで，砂の重さが x g のときに，砂
が落ち始めてから落ちきるまでの時間を y 秒とし
て調べ，その結果を，次のように表にまとめ，下
のグラフに表しました。

調べた結果

砂の重さと砂が落ちきるまでの時間

砂の重さ x（g） ０ ２５ ５０ ７５ １００

砂が落ちきるまで
の時間 y（秒）

０ １１.９ ２４.２ ３６.０ ４８.３

（秒）y

１２０

１００

８０

６０

１４０

４０

２０

Ｏ
x

（g）５０ １００ １５０ ２００ ３００２５０

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

７



中数－12

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）調べた結果のグラフにおいて，砂の重さが７５g のときに，砂が
落ちきるまでの時間が３６.０秒であったことを表す点はどれですか。
点Ａから点Ｄまでの中から記号を１つ書きなさい。

（２）健斗さんは，２分をはかるために，砂時計に必要な砂の重さを調
べます。
そこで，調べた結果のグラフにおいて，原点Ｏから点Ｄまでの 

点が一直線上にあるとし，砂の重さが増えてもすべての点が同じ 
直線上にあると考えることにしました。
このとき，２分をはかるために必要な砂の重さを求める方法を説

明しなさい。ただし，実際に必要な砂の重さを求める必要はありま
せん。



中数－13

桃花さんは，５月にＡ市のキャンプ場に行くことになりました。  
キャンプの準備をするために，キャンプ場の過ごしやすさについて，
気候に着目し，Ａ市の昨年５月の最高気温，最低気温，日照時間，最
大瞬間

かん

風速，降水量をインターネットで調べました。さらに，調べた
最高気温から最低気温をひいて気温差を求め，下の表のようにまとめ
ました。

調べたこと

日付
最高
気温
（℃）

最低
気温
（℃）

気温差
（℃）

日照
時間

（時間）

最大瞬
間風速
（m/秒）

降水量
（mm）

１日 ２０.９  ６.９ １４.０  ５.８ ７.４ ０.０

２日 ２５.９  ９.１ １６.８ １２.０ ７.３ ０.０

３日 ２７.３ １２.８ １４.５ １０.３ ８.２ ０.０

４日 ２０.３ １１.８ ８.５  ２.５ ９.５ ０.０

５日 ２３.５  ９.４ １４.１  ９.９ １１.９ ０.５

６日 １３.２  ５.５ ７.７  ０.１ ８.７ ２.０

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

３１日 ２０.９  ９.２ １１.７  ２.２ ９.１ ０.０

○日照時間とは，１日のうちで，日光によってものの影ができた
時間の合計のこと。

８

しゅん



中数－14

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）桃花さんは，前ページの調べたことの表から，気温差が大きい日
や小さい日があることが気になり，気温差の分布のようすを，次の
ヒストグラムにまとめました。例えば，気温差が３℃以上６℃未満
の日が３日あったことを表しています。

気温差のヒストグラム
（日）

１０

８

６

４

２

０
０ ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ （℃）

気温差が９℃以上１２℃未満の階級の度数を求めなさい。



中数－15

（２）桃花さんは，１４ページの気温差のヒストグラムを見て，６℃以
上９℃未満の階級と１２℃以上１５℃未満の階級の度数が多く，山
が２つあるように見えることが気になりました。１３ページの調べ
たことの表を見直したところ，日照時間が長い日は，気温差が大き
い傾向にあるのではないかと考えました。そこで，日照時間が６時
間未満の日と６時間以上の日で分けてまとめた気温差について，そ
れぞれの階級の相対度数を求め，度数分布表に表しました。

気温差の度数分布表

気温差（℃）
６時間未満 ６時間以上

度数（日） 相対度数 度数（日） 相対度数

以上 未満
０ ～ ３ １ ０.０５ ０ ０.００

３ ～ ６ ３ ０.１６ ０ ０.００

６ ～ ９ ９ ０.４７ ０ ０.００

９ ～ １２ ４ ０.２１ ２ ０.１７

１２ ～ １５ ２ ０.１１ ６ ０.５０

１５ ～ １８ ０ ０.００ ３ ０.２５

１８ ～ ２１ ０ ０.００ １ ０.０８

合計 １９ １.００ １２ １.００

上の気温差の度数分布表のように，２つの分布の傾向を比べるた
めに相対度数を用いるのは，次のページのような考えが使われてい
るからです。



中数－16

２つの分布の傾向を比べるために相対度数を用いるのは，
日照時間が「６時間未満」と「６時間以上」の
が違うからです。

上の に当てはまる言葉として正しいものを，下の
アからエまでの中から１つ選びなさい。

ア　日照時間　　　　　　　　　イ　気温差

ウ　階級ごとの度数　　　　　　エ　度数の合計

（３）桃花さんは，前ページの気温差の度数分布表をもとに，横軸を気
温差，縦軸を相対度数として度数分布多角形（度数折れ線）に表しま
した。

６時間未満

６時間以上

０ ３ ６ ９ １２ １５ １８ ２１ ２４ （℃）
０

０.０５
０.１０
０.１５
０.２０
０.２５
０.３０
０.３５
０.４０
０.４５
０.５０

（相対度数）
気温差の度数分布多角形

気温差の度数分布多角形から，「日照時間が６時間以上の日は，
６時間未満の日より気温差が大きい傾向にある」と主張することが
できます。そのように主張することができる理由を，気温差の度数
分布多角形の２つの度数分布多角形の特徴を比較して説明しなさい。



中数－17

３０°，６０°，９０°の同じ三角定規を２つ用意し，それぞれ ＡＢＣ，
ＤＥＦとします。直輝さんと由衣さんは，この２つの三角定規を組み

合わせてできる四角形について考えることにしました。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｅ Ｆ

二人は，２つの三角定規
を右の図１のように，点Ａ
と点Ｆ，点Ｃと点Ｄが重な
るように並べました。この
とき，四角形ＡＢＣＥができ 
ます。

次に，図２のように， 
点Ｄが辺ＢＣ上にあり，辺ＥＦ 
が辺ＢＣと平行になるように， 
ＤＥＦを ＡＢＣに重ねま 

した。辺ＡＢと辺ＦＤ，辺ＥＤ 
と辺ＡＣの交点をそれぞれ点 
Ｐ，Ｑとすると，四角形 
ＡＰＤＱができます。

そして，図３のように， 
点Ｄが辺ＢＣ上にあり，辺ＥＦ 
が辺ＢＣと平行になるように， 
ＤＥＦを左に動かしました。

９

図１
Ａ（Ｆ） Ｅ

Ｂ Ｃ（Ｄ）

図２
ＡＦ Ｅ

Ｂ

Ｐ Ｑ

Ｄ Ｃ

図３
ＡＦ Ｅ

Ｂ
Ｐ

Ｑ

Ｄ Ｃ



中数－18

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）二人は，前ページの図１の四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になると予 
想し，予想が成り立つことを示すために，次の図４をかきました。

図４
Ａ Ｅ

Ｂ Ｃ

３０°

６０°

６０°

３０°

図４において， ＡＢＣと ＣＥＡは合同なので，対応する辺の長さ 
や角の大きさが等しいことがわかります。
このことから，四角形ＡＢＣＥが平行四辺形になることは，平行四 

辺形になるための条件を用いて説明できます。下のア，イのどちら
かを選び，選んだ条件を用いて説明しなさい。ア，イのどちらを選
んで説明してもかまいません。

ア　２組の向かい合う辺がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形
である。

イ　２組の向かい合う角がそれぞれ等しい四角形は，平行四辺形
である。



中数－19

（２）二人は，１７ページの図２，図３のように，２つの三角定規が重  
なったところにできる四角形ＡＰＤＱが長方形になると予想し，予想  
が成り立つことを示すために，次のような図５をかきました。

図５
ＡＦ Ｅ

Ｂ ＣＤ

３０°

６０°

６０°

３０°

Ｐ
Ｑ

４つの角がすべて等しい四角形は，長方形になります。四角形  
ＡＰＤＱについて，∠ＰＡＱ＝∠ＰＤＱ＝９０°より，∠ＡＰＤ＝９０°がい  
えれば，∠ＡＱＤ＝９０°となり，四角形ＡＰＤＱは長方形になります。
そこで，直輝さんは，∠ＡＰＤ＝９０°になることについて，次のよ  

うに考えました。

直輝さんの考え

①　∠ＡＰＤは ＡＦＰの外角だから，∠ＡＦＰと∠ＦＡＰの和に
等しい。

②　２直線ＦＥ，ＢＣに直線ＡＢが交わってできる角のうち，  
錯角である∠ＦＡＰと∠ＰＢＤは等しくなることから，  
∠ＦＡＰ＝∠ＰＢＤ＝６０°になる。

③　①，②より，
∠ＡＰＤ＝∠ＡＦＰ＋∠ＦＡＰ＝３０°＋６０°＝９０°になり，
∠ＡＰＤ＝９０°といえそうだ。

直輝さんの考えの②で，錯角である∠ＦＡＰと∠ＰＢＤは等しくなる
といえるのは，直線ＦＥと直線ＢＣに，ある関係が成り立っているか  
らです。その関係を記号を使って表しなさい。
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（３）二人は，左に動かす三角定規を，斜辺を底辺としたときの高さが
ＡＢＣと等しい４５°，４５°，９０°の三角定規に変えて，重なったとこ 

ろにできる四角形について考えることにしました。

右の図６のように，４５°，  
４５°，９０°の三角定規を ＧＨＩ
とし，辺ＡＢと辺ＩＧ，辺ＨＧと
辺ＡＣの交点をそれぞれ点Ｒ，Ｓ 
とすると，四角形ＡＲＧＳが 
できます。

点Ｇが辺ＢＣ上にあり，辺ＨＩが辺ＢＣと平行になるように，  
ＧＨＩを左に動かしたとき，二人は，四角形ＡＲＧＳが長方形になら 

ないと考え，次のような図７，図８をかきました。

図７
ＡＩ Ｈ

Ｂ ＣＧ

４５°

６０°

４５°

３０°

Ｒ Ｓ

図８
ＡＩ Ｈ

Ｂ ＣＧ

４５°

６０°

４５°

３０°
Ｒ

Ｓ

二人は，図７，図８で，四角形ＡＲＧＳが長方形にならないことか
ら，四角形ＡＲＧＳがどんな四角形になるか話し合っています。

直輝さん「 ＧＨＩを動かすと四角形ＡＲＧＳの４つの辺の長さ
はそれぞれ長くなったり短くなったりするよ。角の
大きさはどうなるかな。」

由衣さん「∠ＲＡＳと∠ＲＧＳの大きさはそれぞれ９０°で変わら 
ないね。∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの大きさはどうかな。」

ＧＨＩを動かしても，四角形ＡＲＧＳの∠ＡＲＧと∠ＡＳＧの和はい 
つでも１８０°になります。このほかに，∠ＡＲＧ，∠ＡＳＧの大きさに
ついて，いつでもいえることを書きなさい。

図６

ＡＩ Ｈ

Ｂ

Ｒ Ｓ

Ｇ Ｃ



これで数学の問題は終わりです。




